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様式第３ 

会  議  録 

 

会   議   名 令和７年度第３回野田市人権・男女共同参画推進審議会 

議題及び議題ごとの 

公開又は非公開の別 

議 題 

(1) 野田市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度（仮

称）に関する市民意識調査の結果について（公開） 

(2) 野田市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度（仮

称）に関する要綱案について（公開） 

日       時 
令和７年１２月１６日（火） 

午後２時から午後２時２７分まで 

場       所 野田市役所８階大会議室 

出 席 者 氏 名 

委 員  

有賀 ヒメ子  赤尾 和雅   石井 芳子  

出井 康裕   伊藤 稔    梅津 貴子    

国松 実枝子  小林 幸男   駒崎 文男    

近藤 博雄   佐喜川 貞子   清水 宏子    

須賀田 恵美子 杉野 雅幸      鈴木 洋子 

高倉 明美   田中 恵子      筒井 圭子 

長島 宏行   平野 博幸   深井 弘行 

松本 清     松本 昌子   横川 しげ子 

事務局 

今村 繁（副市長）、小林 智彦（福祉部長）、武田 真

弓（人権・男女共同参画推進課長）、髙塚 和枝（人権・男

女共同参画推進課長補佐兼啓発係長）、石川 敏雄（人権・

男女共同参画推進課七光台会館長）、松沢 修（人権・男女

共同参画推進課島会館長）、町田 長之（人権・男女共同参

画推進課関宿会館長）、木村 孝（人権・男女共同参画推進

課主査） 
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欠 席 委 員 氏 名 

石山 美代子  秋永 道太郎   大島 恵子 

小田 光星      後藤 史子     柴木 七海 

田中 浩之      西山 隆       福田 昭治 

藤本 司      山川 一夫      

傍 聴 者 １名 

議       事 
令和７年度第３回野田市人権・男女共同参画推進審議会の

会議結果(概要)は、次のとおりである。 

髙塚人権・男女共同

参画推進課長補佐 

 

 

令和７年１２月１６日午後２時、開会を宣言。 

野田市人権・男女共同参画推進審議会において、委員の過

半数である２４人の委員が出席し、野田市人権・男女共同参

画推進審議会条例第６条第２項の規定により会議が成立した

ことを報告。また、会議は録音され、原則公開されており、

傍聴者が１名出席していることを報告。 

横川議長（会長） 

 

本日の議題は２つでございます。 

議題１の野田市パートナーシップ・ファミリーシップ届出

制度（仮称）に関する市民意識調査の結果について、事務局

へ説明を求める。 

武田人権・男女共同

参画推進課長 

＜議題１について説明する。＞ 

横川議長（会長） 事務局からの説明について、意見及び質問を求める。 

 ＜意見及び質問なし＞ 

横川議長（会長） 了承としてよろしいか伺います。 

＜異議なし＞ 

それでは、議題１については、報告を了承といたします。 

 議題２の野田市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制

度（仮称）に関する要綱案について、事務局へ説明を求める。 

武田人権・男女共同

参画推進課長 

＜議題２について説明する＞ 

横川議長（会長） 事務局からの説明について、意見及び質問を求める。 
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出井委員 要綱案を審議する会議に総務部法務室の職員は出席してい

ないのでしょうか。 

武田人権・男女共同

参画推進課長 

要綱案については、事前に課内での打ち合わせ等を経て、

また上席の者との調整後に法務室も確認しているものです。 

本日の審議会において、ご意見等を伺いましたらそれを踏

まえて、もう一度法務室との協議を進めさせていただく予定

でございます。 

国松委員 今回の場合は、規定になっている特色が、平成９年の平和

都市宣言。それから令和５年の健康スポーツ文化都市宣言、

この二つが根底にある。表面に出てきたものが、野田市とし

ては、それが根底にあるということが、きちっと表明されて

いますので、大変わかりやすかったと思います。 

これからパブリック・コメントなどの手順を踏んで、この

制度ができていくわけですが、その先のことではあると思い

ますけども、意識調査なんかにもちょっと触れていましたけ

ども、非常に広報などの周知ということが、重要であるとい

うことが読み取れます。 

それで、野田市の場合はいろいろイベント等に関しても、

割とよく周知されている方ではないかと拝察いたしますけれ

ども、この制度に関しての周知啓発といったものを、今、想

定できるようなことがもしございましたら、お聞かせいただ

きたいと思います。 

武田人権・男女共同

参画推進課長 

今後事業がスタートするにあたって、先行導入市の例をあ

げて申し上げますと、やはりガイドブックを作成していた

り、理解しやすいようにホームページなどでＱ＆Ａを掲載し

ていたりしておりますので、それらを参考にしつつ、周知に

取り組んでいきたいと考えております。また、今回の意識調

査において、当事者の方の意見がいくつかありましたので、

そういったところも踏まえて丁寧に工夫しながら対応してい

ければと思います。 
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横川議長（会長） 議題２について、法務室としっかり調整したうえで進めて

いくということを含めて、事務局案にて了承することで異議

はございませんか。 

 

＜異議なしの声＞ 

 

異議がないようなので、議題２の報告を了承する。 

 

その他、事務局から連絡事項があるか確認する。 

武田人権・男女共同

参画推進課長 

次回の審議会日程及び議題の予定と、審議会後に、県のア

ドバイザー事業を活用した講演会を行うことを告知する。 

横川議長（会長） 以上をもって全て議題が終了した。 

午後２時２７分閉会を宣言する。 

 

 


